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Abstract
 

It is generally believed that floating equipment is absolute necessities for a physically handicapped children to float
 

and swim in water.James McMillan,however,investigated and developed the teaching method of swimming which
 

were aimed at floating or swimming by themselves,and through which anyone can enjoy swimming despite the
 

disabilities.Using this method called Halliwick Method,we taught how to float and swim to a 11-year-old girl with
 

spastic typed cerebral palsy insensibility,who use a wheelchair in daily life,for half and one year(30 times)from July,
2002.
In the process of learning to float,some changes were observed in her movement or attitude.Before starting this

 
activity the girl rebelled at water splashing on her face.While she floated on her back with assists she was under

 
extreme tension of her body and showed difficulties in being conditioned to water.In the end of training she learned

 
to float on her back by herself and could float 15 meters riding the flow of water risen by her partner.She also showed

 
some interest in self-floating on her face.It is considered that the changes were related to enjoyable programs which

 
characterize Holliwick Method and one-to-one assistance which can cope with the stages of disabilities.

Halliwick Method, cerebral palsy, floating without any help

Ⅰ.はじめに

脳性麻痺は，受胎から新生児期までの間に生じた，

脳の非進行性病変に基づく永続的なしかし変化しうる

運動および姿勢の異常であって，その症状は満２歳ま

でに発現すると見られている（五味，1990）．麻痺の種

類には，痙直型・アテトーゼ型・混合型・失調型・強

剛型などがあるが，その中の痙直型は，脳幹・脊髄レ

ベルの反射が亢進していて，上肢は屈曲しやすく，下

肢は伸展して突っ張るのが特徴で，下肢を曲げようと

したり上肢を伸ばそうとすると抵抗がある．この特徴

は，運動を大いに妨げ，困難にする．

ところで，陸上の運動には運動に必要な筋肉以外に

重力に対して姿勢を保持する抗重力筋の活動が常に必

要であるが，水中では浮力により抗重力筋の緊張があ

まり必要ない．例えば歩けない子が少しの支えで歩け

るというように少ない筋力でも全身運動がしやすくな

る．そのために，脳性麻痺のような動作困難をもつ子

どもの身体機能の維持や，心身の健康の保持・増進の

ためには水中運動は大変に有効であると えられ，体

育授業や余暇活動などに盛んに取り入れられている

（後藤ら，2001）．しかし，水にそのような特性がある

とはいえ，このような子ども達が自分の力で浮いたり，

泳ぎを体得しようとすると，身体に健常児以上に過剰

な緊張が入って浮きにくく，簡単にはいかない．そこ

で，このような子ども達に水泳を指導しようとする時

には，補助具（ヘルパー）を使用して身体を浮かせ，

泳ぎ練習に入ることが一般的になされている（後藤ら，

2001）．つまり，補助具によって彼らの水中運動が支え
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られている．しかしその時同時に，補助具の使用が彼

らの補助具への心理的依存を大きくし，取り外しを困

難にするという現象も起こっている．

1949年，英国水泳療法協会（AST）の名誉会長であ

るジェームスマックミランM.B.Eは補助具を一切使

用せずに行う水中運動指導法を研究し，一人一人のス

イマーにそれぞれインストラクター（援助者）が付く

マンツーマン援助を前提に，インストラクターが補助

具の代わりとなり，その時々でスイマーに必要とされ

る最小限の補助をしながら，楽しさの工夫を重視した

プログラムを集団活動として展開するやり方を開発し

た．この方法は，直接に自立浮きや自立泳ぎを目指す

ことはしないが，結果的に，それが自然に獲得される

ことを えている．これは，ハロヴィック法と呼ばれ，

現在では発祥地イギリスのみならず，各国においてレ

クリエーション活動分野，治療分野で活用されている．

本研究は，小学校５年生の痙直型脳性麻痺女児にハ

ロヴィック法に基づく水中運動を実施していく中で，

対象児が見せた心理面・技能面の特徴や変化を整理・

分析し，脳性麻痺児への適切な水中運動指導のあり方

を検討するものである．

Ⅱ.対象児の概要

対象児E子

痙直型脳性麻痺 小学校５年生（活動開始時）

二卵性双生児の姉

＜生育歴＞

妊娠28週時に帝王切開で出産．出生時体重1133g．約

２ヶ月間保育器にいて，４ヶ月で退院．痙直型の特徴

である硬直が現れてきたので，生後10ヶ月から理学療

法（PT）を開始．３歳５ヶ月からは作業療法（OT）

も受け，さらに４歳４ヶ月時に，両足の股関節・膝の

裏・アキレス腱の計６ヶ所の筋延長手術を受けた．

＜水中運動の活動開始以前の様子＞

小学校１年生から６年生まで，第２筆者を責任者・

指導者として筆者らの研究室で行っている動作法によ

る動作訓練を受けている．開始当初は，いつまでも補

助スタッフと喋ったり遊び続けたりしていて訓練に入

らず，どうにか入ってもまたすぐ遊び出したりお喋り

を始めたりと，身体に意識を向けられなかった．※E

子より重度障害だった妹M子には両親の保護が一層必要

だったため，E子には甘え足りなかったフラストレーショ

ンが強いと見られた．しかし３ヶ月経過した頃から徐々

に訓練に気持ちが向き始め，トレーナーから伝えられ

るやるべき課題動作が少しずつ理解できるようになっ

た．できない動作に直面すると癇癪を起こしたりト

レーナーにわがままを言ったりすることは続いたが，

腕，肩，頚，背中，脚，足，腰などに出る強い不当緊

張を意識して緩める訓練課題が徐々に進み，動きの中

で強く現れていた腕の屈曲と脚の伸展のコントロー

ル，座位の安定，それに伴う手指の運動の開始などが

見られるとともに，遊びと訓練の場面の切り換えや，

頑張りや我慢などができるようになった．

Ⅲ.活動の概要

プログラムと実施状況

活動は１回約１時間で，プログラムは集団プログラ

ム40分（リーダーの指示のもと，各対象児が個別援助

者のマンツーマン援助によって同一の課題を行う）と，

個別プログラム20分（各対象児が各自の課題を設定し

て個別援助者と２人で行う）から成る．内容は，歌や

ゲームの多用，ストーリー性の重視といった，楽しさ

を強調するスウェーデン式ハロヴィック法により設定

した（表１）．なお，人工補助具は一切使用しない．

研究対象期間は平成14年７月から平成15年12月まで

の計30回で，初回から第25回はM市民プール，第26回

からは日本女子体育大学内プールで実施した．

Ⅳ.活動の全体経過

＜活動開始以前の水中運動の様子＞

本活動を始める以前のE子は，学校の水泳の授業時

間のみでしかプールに入らなかったという．入水時は

常に両腕に補助具を付けたが，背浮きでリラックスし

てきたのは４年生頃で，この頃漸く大の苦手だった顔

浸けも口の辺りまでならできるようになった．

【初回～第13回】

初回，浮き具を付けないで入水することを伝えると，

「えぇ～」と表情を曇らせた．個別援助者のリードで個

別援助者にしがみつくように入水したが，水慣れの

ジャンプが始まると笑顔になり，その後も楽しそうに

プログラムを行った．『自転車レース』（後方介助で足

を自転車漕ぎの様に動かす）では，足を交互に動かそ

うとすると突っ張って両足が絡まったが，自発的に身
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体を前傾させて頭を前へ前へと動かし，妹M子と意識

しあって順位を競った．スタート地点に戻る時，E子の

頭を個別援助者（以後担当者：第１筆者）の肩に乗せ

背浮きの格好にして，両手で腰を支える３ヶ所介助に

よって左右に揺さぶるリラクセーションを行い，静止

して背浮きの状態を見ると，左右の肩甲骨部位２ヶ所

の支持で浮くことができたが，身体には強い緊張が

入っていて補助を離せば沈むのは明らかで，E子も頭

を起こしては「離さないでね 」を連発した（図１－

①）．

#３，目にものもらいができ，E子母から「プールに

は入れないよ」と言われたが，プールへ向かう車中ずっ

と「入る 」と言い張った．#５から，リーダー（第３

筆者）の指示で『自転車レース』のコースにフリーの

スタッフが手を広げてトンネルを作り，子どもたちが

水に顔を浸けないと通れないようにすると，それを見

たE子はためらうことなく顔全体を水に浸けた．ただ

し，トンネルの随分前から顔を浸けて準備するために

息がもたず，息継ぎもうまくできずに水を飲んで咽て

しまった．しかし，担当者が心配して声を掛けると，

「大丈夫 」と言って競争を続行した．リラクセーショ

ンでは，E子母が介助する時だけ耳まで水に浸けリ

ラックスしたが，#７頃から担当者の介助でもリラック

スできるようになり，両肩甲骨部位２ヶ所の支持で浮

けるようになったが，時々頭を起こす為に身体に緊張

が生じて沈んでしまった．#８から鬼ごっこになると

プール中央に張ってあるコースロープを潜ってあっち

こっちと逃げ回り，また顔を水に浸けて隠れたり，鬼

が通り過ぎるのを待ってから顔を上げるのを楽しんだ．

#12から身体障害のないS男やT子が加入すると一

層意欲的になり，妹と二人の時よりも『自転車レース』

では必死に一番を目指すようになった．またトンネル

の場面では，徐々にトンネル直前でタイミング良く

潜って通りすぎることができるようになった．

【第14回～第17回】

#14から，それまでは『自転車レース』でスタート地

点に戻る時の“お休みの姿勢”で行っていた背浮きを，

E子の個別課題として取り入れた．既に両側の肩甲骨

部位の支えで安定して浮くことができていたので，思

い切って両肩甲骨の中心部１ヶ所を片手で支える支持

に変えてみると，バランスを崩すことなく浮くことが

できた．しかし，担当者が「Eちゃんいいよ そのまま

そのまま」などと声を掛けると，逆に頭を起こしてし

まって沈んだ．そこで，頭を倒して天井を見る時には

身体が浮き，頭を起こした時には身体が沈むというこ

とを説明してから，それを体感させる為に背中を補助

して『頭の上げ下げによる浮き沈み練習』を行ったと

ころ，初めはぎこちない動きだったのが，次第に担当

表１ ハロヴィック法により実施したプログラム

（Ⅰ：インストラクター，個別課題部分）

段階 課題・練習 プログラムの説明・介助方法

第一段階

「水への適応」

『自転車レース』 後方からの介助によって直立姿勢をとり，身体を前傾させて自転車漕

ぎのように足を動かして他児と競う．

『お休み』（リラクセーション） 腰部と頭の３ヶ所介助によって背浮きになり，Ⅰが左右に揺さぶって

リラクセーションを行い，身体の緊張をほぐす．

第二段階

「回転の体得」

『お休み－まっすぐ－ウルト

ラマン』

両側にいるⅠが各腕を支持し，縦回転で直立から背浮き，背浮きから

直立，直立から伏し浮きに体勢を切り替える．

頭の上げ下げによる浮き沈み 肩甲骨部位の支持で背浮きになり，「浮く」の合図で頭を倒し，「沈む」

の合図で頭を起こすことで身体の浮き－沈みを体感させる．

左右傾け 腰部の支持で背浮きになり，Ⅰが身体を左右に傾けた時，顔を反対側

に向ける．身体バランスの獲得を目指す．

第三段階

「水中動作コント

ロールの体得」

乱流に乗って進む 自立背浮きのまま，Ⅰが起こす乱流に乗って進む．

『だるま浮き』 頭を丸め，膝を抱えて“だるま”のようになって浮く．

『潜水艦』 伏し浮きで腰部を後方から支持し，２～３m離れたもう一人のⅠに向

かって押し出す．

第四段階

「水中移動」

足の曲げ伸ばしによる前進 頭と足側にⅠが付いて手と足を支持し，足の曲げ伸ばしによって頭の

方向に進む．
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者の「浮く」の声に頭を倒し，「沈む」の声に頭を起こ

すというように，ゆっくりとではあるが合わせられる

ようになった．また#15に，バランスを体得させる為に

担当者がE子の身体を左右に傾け，身体が右側を向い

ている時にはE子が顔を左に向け，身体が左側を向い

ている時には顔を右に向けるという『左右傾け練習』

を取り入れると，左右差はあるが（身体を左に傾ける

方がよい）大体できた．

課題から課題への移行時，後方介助からハネムーン

介助（お姫様抱っこ）に替わる場面で，E子は自ら担当

者の肩に手を掛けてその体勢になるのを助けた．また，

『鬼ごっこ』では後ろで介助する担当者に「あっちに行

こう 」と行きたい方向を指差すなど，積極的に楽し

そうに課題を行った．

【第18回～第24回】

#18に新しく導入した縦回転の課題『お休み－まっす

ぐ－ウルトラマン』では，対象児の両側にいるスタッ

フが各腕を支持して直立から背浮き，背浮きから直立，

直立から伏し浮きと体勢を切り換えるのだが，リー

ダーから自分で頭の上げ下げによって行うのだと事前

に説明されていても難しく，腕に力が入り，左右の腕

を支持する担当者たちの支えに全面的に頼らなければ

ならなかった．とくに，直立からまだやったことのな

い伏し浮きに体勢を変える際は，身体を緊張させて顔

が浸かないよう顎を上げたが，担当者たちがバブリン

グ（呼吸練習）の見本を見せて促すと，顎を引いて自

然に口を水に浸けてバブリングをした．

背浮きの『頭の上げ下げによる浮き沈み練習』で担

当者の掛け声に合わせたスムーズな体勢の切り換えが

できるようになり，『左右傾け練習』で自分の身体バラ

ンスを体得できたからか，だんだん浮き身が安定して

きた．すると，補助量が掌→指３本→２本→１本とど

んどん減少し，E子自身もどのくらいの補助量で浮い

ているのかを「今指何本？」と確認したがるようになっ

た．その都度担当者が，空いているもう片方の手を水

上に出し，「今指２本で浮いてるよ 」などと指で示し

てフィードバックすると，E子は「うそ～」と嬉しそう

に笑った．人差し指の先１点の支持だけで浮き身が可

能となった時，この大きな変化をE子母に伝える為に

「代ってみますか？」と言って交代すると，１点のみの

補助で浮けていることを確認したE子母は，「この指

を離したらどうなるのかやってみましょうか」と言っ

て，「Eちゃん，離すよ 」と声を掛けてから指を外し

た．すると，１～２秒ではあるが補助のない状態で浮

いてから沈んだ．見ていた担当者は，E子に補助を外す

ことを伝えたから緊張して沈んだのではないかと思

い，#19に何も伝えずにE子と話をしながらタイミン

グを見計らって指を外してみた．すると10秒ほど間違

いなくE子は一人で浮くことができた．この時以降，

背浮きになってから補助の手を外すまでの時間は徐々

に短くなり，一人で浮ける時間は長くなった．突然顔

に水がかかると身体に緊張が入り沈んでしまったが，

水がかかった時反射的に息を止めてしまっていたの

で，水がかかった瞬間に「息止めないで吐くよ～」と

声を掛けると，E子は意識して息を吐き，入った緊張を

緩めるようになり，頻繁に水がかかってこなければ１

分程度の自立浮きが可能になった．

#20の個別課題で，伏し浮き練習のスタートとして，

足を抱えてだるまの様に丸くなって浮く『だるま浮き』

を行った．もちろんE子は膝を曲げて抱え込む“だる

ま”になることはできないが，頭と背を丸めてなんと

なくその形を作り，前から両手を支えられて浮くこと

ができた．しかし，両手に力を入れて補助に頼り，息

を吸うために頭を起こす時には全身を緊張させて必死

に水から顔を上げようとした．『潜水艦』（伏し浮きし

ている対象児の腰を補助して２m位離れた他のス

図１ 背浮きの変化
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タッフに向かって押し出す）でも，足が曲がって沈み，

“蹴のびの姿勢”になることはできなかった．

#22頃，自立背浮きしているE子の下で担当者が手

をかいて乱流を起こすと，E子の顔に水がかかり，E子

は緊張して息を止め，バランスを崩して沈んでしまっ

た．しかし，何度か繰り返していると，担当者の声掛

けに反応して徐々に息吐きができるようになり，沈み

かけた後に自ら再びバランスを見付け，15mもの距離

を前進することができるようになった（図１－②）．#

24，『自転車レース』のトンネル潜り場面で自発的にバ

ブリングを行ったり，『お休み－まっすぐ－ウルトラマ

ン』の体勢の切り替え時に，左右の支えに頼らず頭の

上げ下げによって姿勢を変えられるようになった．

【第25回～第30回】

#25から，自立背浮きを“背泳ぎ”に発展させようと，

『両足の曲げ伸ばしによる前進練習』を取り入れたが

（交互には動かせないため），膝を主動で曲げることは

できず，足側のスタッフが完全に補助しなければ曲が

らなかった．また，膝を伸ばす時には突っ張りが出て

顔に水がかかり，その瞬間に水を飲んで激しく咽た．

膝を伸ばす際に息を吐くよう指示するとできたので，

水を飲んで咽る方はクリアされたが，足の方は難し

かった．

課題と課題の間，移動中，『鬼ごっこ』の最中などに

頻繁に顔浸けを行うようになり，個別課題でリーダー

から何の練習がしたいかを問われると決まって「だる

ま浮き 」と答えるようになった．この頃のE子のだ

るま浮きは，両手の支えにほとんど頼らない力の抜け

たものになっており，手を離せば浮けそうな状態だっ

た．また，『鬼ごっこ』で鬼から逃げる最中に顔を浸け

全身の力を抜いて伏し浮きの恰好になったので，担当

者が腰を補助していた手を外してみると，足の方は沈

んでいたが上体が沈むことはなかった．さらにその自

立伏し浮きの状態で，自ら手を前から後ろに動かして

水をかくような動作をとり，息が続かなくなってもが

くまで３秒間位浮くこともできた．#30，健常児T子が

自身の課題である蹴のびやクロールの練習をする様子

をすぐ近くで担当者に腰部を支えられて見ていたE

子が，急に水に顔を浸けたので，腰の支えを外してみ

ると，水をかく動作を行い，必死に顔を上げて息継ぎ

をしようとした．そこでE子の腰を支えて起こすと，

E子は息を吸ってまた顔を浸け，水かき動作を行った．

また，『潜水艦』をとくに好み，課題の合間に比較的力

の抜けた状態で楽しそうに行うようになった．

Ⅴ. 察

１.自立背浮きがもたらされたプロセスの検討

４年生頃まで水に顔を浸けられず，水に恐怖心を

持っていたE子にとって，ハロヴィック法の楽しさを

強調したプログラムに沿った活動は，水への恐怖心が

吹っ飛んだような至極楽しいものとしてスタートし

た．一方，E子担当の個別援助者となった第一筆者は，

E子の何かするごとに身体に強い緊張が入る様子か

ら，補助具なしで水に浮くことを現実の目標として掲

げることなどはとてもできそうにないと思った．とこ

ろが，ハロヴィック法のもたらす楽しさの中でE子は

水に適応し，様々な水中動作を行っているうちに，ご

く自然に#18に自立背浮きができてしまった．しかも#

22には，担当者が身体の下で起こす乱流に乗って，自

立背浮きで約15mもの距離を前進できるという驚く

べきことが起こった．

そこで，この自立背浮きができるようになっていっ

たプロセスを整理し，なぜ浮けたのか，何が効果的に

作用したかについて 察する．

１)心理的適応により身体緊張が軽減されたこと

水中で浮くためには身体から不必要な緊張を抜くこ

とが必要であるが，E子は痙直型脳性麻痺の特徴から

何かするごとに四肢に不当緊張が入りやすく，初回か

ら肩甲骨部位２ヶ所の支持で背浮きができたとはい

え，身体には強い緊張が入っていて補助の手を離した

ら沈んでいってしまうのは明らかであった．しかしこ

の状態には，沈むことに対する不安や恐怖心が大きく

関係していたと えられる．つまり，一般のプールだっ

たことや，リーダーや大勢いた私達スタッフにまだ慣

れておらず，信頼しきれていなかったことなどが身体

に余計な緊張を入れさせたのではないかと思われる．

というのは，#５頃，担当者が介助を行うとすぐに頭を

起こし，緊張が入って沈んでしまっていたのに，信頼

できるE子母の介助ではきちんと頭を倒し，耳まで水

に浸けることができ，比較的安定した背浮き状態が作

れていたからである．そのうち徐々に担当者の介助に

よっても耳まで水に浸けた浮き身姿勢を保つことがで

きるようになっていったが，これは，E子が信頼できる

存在として担当者を認めるようになったということだ

と えられる．

以上から，水や活動の場面に対して心理的に適応す

ることは身体の緊張を軽減させ，浮きやすい状態にす

ることが えられる．
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２)どうすれば浮くかの理解が得られたこと

E子が初回から，左右の肩甲骨部位を２ヶ所で介助

するだけで背浮きができたのは，学校の授業で両腕に

補助具を付けて背浮きができていたからであろう．し

かし，全身には強い緊張が入っていたことや，背浮き

の最中に頭を起こしてしまうといった様子から，“自分

の身体が浮くということ”や“浮くために必要なこと”

を理解するところまでは達していなかったと思われ

る．

#14頃，左右の肩甲骨２ヶ所の支持での浮き身が安定

してきたため，肩甲骨中心部１ヶ所のみの支持に変え

たところ，それでもバランスを上手く取って浮くこと

ができたので，この頃徐々に浮くという感覚を理解し

始めていたことが推測される．しかし，担当者が「い

いよいいよ 」「上手だよ 」などと声掛けしたりする

と，頭を起こして沈んでしまったことから，自分の身

体をどのような状態にしたら浮くことができ，どのよ

うにしたら沈んでしまうのかは理解できていなかった

と思われる．そこで頭の上げ下げによって身体を浮き

沈みさせるという練習や左右傾けによってバランスを

体得する為の練習をしたところ，徐々に頭を起こすこ

とが無くなり，浮き身も安定してきたので，ここで初

めてE子なりに浮く姿勢やバランスの取り方を理解

したと えられる．自分がどのくらいの補助量で浮い

ているのかを「今指何本？」と担当者に確認したのは

#18であった．これは，早く一人で浮いてみたいという

気持ちの表れであろうが，“浮く”とはどういうことか

や浮くために必要な身体のあり方を自分なりに分かっ

てきたからの言葉であろう．E子の中に，“もう一人で

浮けるのではないか”という期待が生まれ，それがモ

チベーションを一層高めたことがわかる．

以上から，E子の自立背浮きの獲得には，その前段階

として，頭の上げ下げによるどうしたら浮くかの理解，

左右傾け練習による身体バランスの獲得，自分の状態

の把握，自立背浮きへの自信と期待によるモチベー

ションの高まりなどが作用したと思われる．さらに，

前に述べたようにE子は動作法によって身体の弛緩

を体得しており，それが自立背浮き獲得のベースと

なっていることが えられる．

３)水中における身体緊張のコントロールのしかた

が分かったこと

#18，補助が人差し指の先一点になり，しかも補助に

掛かる体重が軽くなった時，交代したE子母が浮くか

もしれないと えてE子に声を掛けてから指を外す

と１～２秒浮いてから緊張が入って沈んだが，次の#19

に担当者がE子と話をしながら知らん顔をして補助

の手を外してみると10秒くらい浮くことができた．#18

と#19の間にプール活動はなく，しかもその間がわずか

一週間しかなかったことから えて，#18に１～２秒浮

いてすぐ沈んでしまった原因となった緊張は，補助が

なくなることを意識化することでE子の中に不安や

恐怖心が生まれ，それが身体の緊張という形になって

表れたものであると思われる．つまり，不安が生まれ

なければ#18に#19と同じ浮きは可能だったのではない

だろうか．ただしこの時の一人で浮いた経験はE子の

“意識が関与しない非主体的な経験”であったといえ

る．

ところが，#20以降は担当者が何も言わなくても補助

の手が外されるということをE子は予想できたはず

であるのに，緊張が入ることなく浮き身を保つことが

できた．これは“意識された主体的な背浮き”が始まっ

たことを意味している．#19で自分が浮いたことを知っ

たE子は浮く為には緊張を抜くことが必要であるこ

とを確信し，身体に注意を向けて意識して緊張を入れ

ないでおこうとし，それが本当にできてしまったと

えられる．突然顔に水がかかると反射的に息を止めて

しまい，身体を緊張させて沈んでしまうことに対して

も，息を吐くように声掛けすればE子は素直に受け入

れて集中し，緊張を抜いて浮き身を再び安定させ，浮

き身の時間を延長させた．

E子に緊張を抜くという意識が働き，それが実行で

きるようになっていたことは間違いないと思う．だか

らこそこの後，浮き身を保ってバランスを取り，担当

者の起こす乱流に乗って前進するということまですぐ

にできたのだと えられる．#22には１分もの時間を自

立的に浮き，担当者が起こす乱流に乗って15mもの距

離を進むことができたが，これはE子の浮き身がいか

に上手く力の抜けたリラックスした状態になっていた

かの証明であり，E子による主体的調整による浮くた

めの緊張の弛緩がなされていたことが分かる．

以上から，身体の緊張・弛緩の主体的コントロール

の獲得には，知らずに浮いた経験による浮ける確信と

安心，場面に合わせてコントロールしてみる勇気，な

どが絡んでいたことがわかる．

４)なぜ不安な場面で緊張を弛緩させられたのか

E子の自立背浮きの獲得において特に大切だったの

は，浮く為には緊張を抜くことが必要であることを理

解したこと，水中で自分の身体を意識的にコントロー
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ルして緊張を入れないでおくことができたことであ

る．痙直型脳性麻痺児にとって不安場面で身体に緊張

を入れないでおくことは非常に難しいことなのに，E

子はそれができたのである．その理由として，ハロ

ヴィック法によるプログラムと個別援助者によるマン

ツーマン援助の効果が えられる．というのは，ハロ

ヴィック法のやり方が楽しみながら水中動作を学んで

いくというものであり，他児との競争やゲーム形式で

進められる内容が，遊び好きのE子を底抜けに楽しく

させたからこそ，E子は水中動作への不安や恐怖によ

る抵抗を忘れて積極的に活動したのであり，どうやっ

たら浮けるのかを主体的に えることに繫がったのだ

と思われるからである．また，個別援助者は常に一人

の対象児だけを見ることができるため，いつでもその

対象児に必要とされる最小限の援助や，適当な言葉が

けを与えることができ，それが安心と信頼に繫がり，

緊張を入れないでおくという身体コントロールの体得

を促したと思われる．

もう一つ えられる根本的な理由がある．それは，

E子が小学校１年生から本研究の対象期間も継続して

別途行っている，筆者らの研究室で実施している動作

訓練の効果である．というのは，E子は４年間にわたる

週１回１時間の動作訓練により，自分の身体に気づく

ことや自分の身体と向き合うことを学んでおり，不当

な緊張の抜き方や身体の動かし方を学んでいるからで

ある．つまり自ら身体をリラックスさせたり，身体に

緊張を入れないでおく方法を学んでいたことで，水中

で緊張を入れないでおくことや入った緊張を抜くこと

がうまくでき，それによって自立背浮きの獲得が可能

になったと えられるのである．

２.E子の変化にみるハロヴィック法の効果に

ついての検討

本活動のプログラムにおいて，E子は背浮きができ

たことを中心に様々な変化を見せた．ここではそのよ

うな変化の意味をハロヴィック法の特徴と関係づけな

がら 察する．

１)プログラムの楽しさ

浮き具をつけない入水方法に表情を曇らせ，不安を

覗かせていたE子ではあるが，実際には始めから各種

のプログラムを終始笑顔で行った．普通は顔に水がか

かることや，水に顔を浸けることなどは子どもにとっ

て少しスリルを感じるだけの何でもないことだが，水

に恐怖心を持つ子どもにとっては大きな脅威である．

E子は紛れもなくそのような子どもの典型であった．

それが本活動では，『自転車レース』の途中に設けられ

たトンネル越えの場面で，躊躇なくあっという間に顔

全体を浸けて越えることができたり，#24頃にはトンネ

ル通過時に自らバブリングを行ったりしたのである．

それは，先にも書いたように，ハロヴィック法は楽し

さを強調するものであり，E子自身が楽しさを求めて

いたこととうまく合致し，恐怖心よりも楽しさの方が

勝ち，恐怖心など意識しないくらい夢中になれたから

だと思われる．

つまり，ハロヴィック法は子どもの楽しみたい気持

ちを喚起し，思いきり楽しませることによって，心理

的にリラックスした，しかも意欲的な状態で臨めるこ

とを企図しており，E子はその意図通りの心理的プロ

セスで，抵抗の強い筈の水中動作やできる必要のある

動作を楽しみながら理解することができたと えられ

る．

２)障害の有無や程度にかかわらずみんなでできる

仕組み

ハロヴィック法は，個別援助者によるサポートを対

象児の必要度に応じて行うことで活動を展開するの

で，サポートの程度は障害の有無や程度によって異な

るが，全ての対象児が全ての課題を一緒に行えるのも

重要な特徴である．

#12以降に身体障害のないS男やT子が新メンバー

として参加すると，E子は『自転車レース』で妹のM

子とだけ競っていた時には見られなかった真剣さで一

番を目指すようになった．おそらく，S男やT子をラ

イバルとして意識したのであろうが，日常では決して

ありえない障害のない子達と一緒にやれることが楽し

さ嬉しさをかき立て，意欲と頑張りを倍加させたのだ

と えられる．

３)自信の獲得から興味が広がる仕組み

自立背浮きが獲得されたので，伏し浮きの獲得をめ

ざして個別課題で『だるま浮き』を取り入れると，E子

はあらゆる場面で頻繁に顔を浸けるようになった．こ

れは，活動場所であった市民プールでE子が目にした

一般客のほとんどの泳ぎがクロールや平泳ぎなど伏し

浮きによるものであったことや，途中から加入したT

子が目指し獲得した泳ぎもクロールであったことなど

の影響だと思われる．T子の練習光景を見たすぐ後に

顔を浸けて水をかく動作をした様子は，E子が伏し浮

きで泳げるようになりたいし，泳げるようになれると

思っていることをはっきりと示している．
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図２ 活動におけるE子の技能面・認知面と情緒面の変化
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伏し浮き泳ぎができるようになる為には，“伏し浮

き”や“息継ぎ”などクリアしなければならないいく

つかの問題があるが，それらはどれもE子にとっては

大変難しいことである．しかし，自立背浮きができ，

さらに乱流にすら乗って移動できたE子は，この時水

中動作に関してかなりの自信をもっていたために，健

常児と同じ泳ぎをめざして動きを模倣したと思われ

る．『潜水艦』を好むのも，『潜水艦』は伏し浮きだし，

担当者が腰を持って押し出す為に手を離れる瞬間に自

分で水をかくよりも一層自分で泳いでいる感じがする

のではないかと思われる．

このように，背浮きの獲得によって水中動作に自信

を持った時，周りに目を向ける余裕が生まれ，みんな

と同じように伏し浮きで泳ぐことへの望みと挑戦心が

湧いてきたと思われるが，対象児たちの変化する心身

の状態をその時々に受け止めていくのもハロヴィック

法の特徴である．つまり楽しみながら水に慣れさせ，

水中動作を向上させていくやり方は，子どものもっと

知りたい，もっとできるようになりたいという学びへ

の意欲を自然な形で高めるので，E子の場合，自立背浮

きの獲得という自分自身も驚くような体験が，水中運

動に対する意欲やモチベーションを高め，伏し浮き泳

ぎという新しい興味に挑戦させたのだと思われる．

また，ハロヴィック法は一人一人へのサポートを介

しての集団活動を重視しているので，障害を忘れてみ

んなで楽しむことによる社会性の面の効果が期待でき

る．E子が伏し浮き泳ぎにまで興味を広げた背景には，

集団活動と個別練習の組み合わせが効果的に作用して

いると えられる．

Ⅵ.結 び

図２は，本活動開始以前は顔浸けさえ怖がっていた

E子が，背浮きを獲得し，伏し浮き泳ぎに挑戦するまで

になった驚くべき変化のプロセスとそこに絡んだ要因

を示している．ここから，ハロヴィック法が脳性麻痺

のような不自由をもつ子に非常に適した指導法である

ことがわかる．しかし，この方法が有効であるために

はもちろん，本当に楽しい活動を展開できるような経

験に基づく指導力が必要である．また，今回の成果に

は，痙直型のE子に身体の主体的な弛緩を可能にした

動作法が基本的に作用していることを否定できないと

える．
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